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OSI管理のモデルは管理側アプリケーション (AP)と被管理側 APとの 1対 1の通信

手順のみを規定している.このため，複数の被管理側 APがMIDを分散格納している

場合，管理側 APには適切な被管理側 APに対して管理操作を要求するための分散処

理機能が必要であった.また，他の管理システムにシステム間接続する場合，これらの

管理システム問の MIBのスキーマ定義は通常異なるため，管理 APには，管理操作を

接続相手のスキーマ定義に基づくものに変換するための操作/結果の変換機能が必要

であった.これらの問題を解決し，管理APの実現を容易とするためには，管理APに

対して MIBの分散やスキーマの違いを意識する必変・のない一元的な MIB(分散透過な

MIB)を提供するエージェントが重要である.本稿では，分散透過な MlBを提供する

ための管理システムエージェント (MSA)と呼ばれるエージェントのモデルを提案す

る.MSAは名前解析処理とイベント転送処理により管理APにMlBの分散を見せな

い.また，異なるスキーマ問の操作/結果の変換処理により管理APが一元的なスキー

マの元で管理操作を行なうことを可能とする.さらに X.25網を対象とする CNMを

例に，処理方式を説明する.

1. はじめに

近年，OSI(開放型システム閲相互接続)管理ill，

あるいは OSI管理をベースとしたTMN{電気通信

管理網)に基づく網管理システムの構築が多数進め

られている.

OSI管理のモデルでは管理オブジェクト (MO)

の集合は論理的に管理情報ベース (MIB)と呼ばれ

る.管理対象のシステム(畿管理システム)が複数

存在する場合，個々の MOの情報(属性値)は，管

理システム側のアプリケーション(以下，管理 AP

と呼ぶ)やそれら複数の被管理システム側のアプリ

ケーション(被管理AP)に分i肱格納される.OSI管

理のモデルでは，管理APと被管理APとの 1対 1

の通信手順のみを規定しており，被管理AP問ある

いは管理APとの問に MIBの分散している場合に

必要となる分散処理については何も規定していな

い.このため，これまでは管理 AP内にそのシステ

ム独自の分散処理の機能を笑装する必要があった.
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また，CNM(顧客網管理)12)fflのゲートウェイや

TMNでのサーピス OS(オベレーションシステム)

等の管理システムでは，呉なる MlBスキーマ定義

に基づく既存の管理APがMlBの一部を管理して

いる場合がある.このような場合，管理APは，そ

の管理のためのの MIBスキーマ定義に加えて接続

する管理システムの MIBスキーマ定義を持ち，異

なるスキーマ定義に基づく操作/結果の変換を行な

う機能を作り込む必要があった.

これらの分散処理機能やスキーマ問の操作/結果

の変換機能は， MIBが分散している場合には常に

必要となる汎用的な機能である.従って，この汎用

的な機能を持つエージェントを作成し，管理APに

対して MlBの分散やスキーマの速いを意識する必

要のない一元的な MIB(分散透過な MIB)を提供す

れば，管理 APの作成や，システム変更に伴う修正

が容易となる.本稿では，分散透過な MIBを提供

するためのエージェントである管理システムエー

ジェント (MSA)の概念とその処理方式を提案する.

以下，2.輩では OSI管理の MlBの概要について

簡単に述べる.3.章では MIBの分散形態と従来の
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MIBの実装方式の問題点について述べる.4.章で

は，分散透過な MIBを実現するためのM8Aと呼ぶ

概念を提案する.5.章では MSAの処理方式を述べ

る.最後に 6.章では，CNMを例に分散透過な Mffi

の実現例を示す.

2. MIBのモデルと操作

2.1 モデル

081管理では全ての管理.対象は管理オブジェク

ト(MO)としてモデル化される.MOは管理対象

聞の包含関係によって木構造(包含木)に関係付

けられ， MOの集合は木構造モデルを持つ仮想的な

データベースとみなすことができる.このデータ

ベースは管理情報ベース (Mffi)と呼ばれる.包

含木では，MOの全体は仮惣的に存在するルートに

包含されている.包含木における節は MOを表し，

枝は同ーの MOに包含される MOを識別するため

の相対識別名 (RDN)を表す.ルートから包含関係

を示す枝をたどることにより個々の MOは識別さ

れる.途中の枝に対応する RDNの並びは識別名

(DN)と呼ばれる.各 MOはその MOの情報とし

て複数の属性を持つことができる.また，属性には

複数の属性値を持つものもある.

実際にはMIBは，管理対象の装置を代行するエー

ジェントと呼ばれる被管理APが管理しており，マ

ネージャと呼ばれる管理APが次節で述べる操作に

より MIBを操作することで管理が行なわれる.但

し，本稿ではエージェントと言う語を「代理的な動

作をするプロセス」という意味で使用するので，081

管理でのマネージャとエージェントという用語を

使用しない.081管理でのマネージャとエージェン

トと言う語はそれぞれ管理AP，被管理APと置き

換えて使用する.

なお，Mffiには特殊な役割を行なう MOのクラ

スがいくつか定義されている.例えば， EFD(Event 

Forwarding Discrimin抗or)は被管理APがMOに

発生する各種のイベントを制御し，特定の管理AP

に通知する際に必要となる，通知先や条件を記述

するための MOクラスである.条件記述の 1例を

図uこ示す.この例では protocolEntityクラスの

MOで entityIDが“123"で始まり，かつ severi句

がminorでないあるいは badPduCounもが 20以

上である場合に，イベントを通知することを示して

いる.

( objectClass equal to protocolEntity ) 
and ( entityID st世 tsvith "12311 

) 

組 d(( severity not equal to minor ) 
or (badPduCount greater七h祖 20))

図 1:EFDでのイベント転送条件の例

表 1:CMIS操作

M-GET 

M-CANCEL-GET 
M.SET 

M-CREATE 
M-DELETE 
M-EVENT-REPORT 

M-ACTION 

2.2 録作

件に合致する MOの情報を取

得する

M-GET操作を中止する
条件に合致する MOの怖報を更

新する

条件に合致する MOを作成する

条件に合致する MOを削除する
特定の事象が発生したことを管理

AP側に通知する
条件に合致する MOに何らかの
手続きを挺行させる

MIB'こ対する操作は，081の応用層のサービスで

ある共通管理情報サ}ピス (CMIS)上の操作とし

て表 1に示す 7極類が定義されている.

これらの操作は，M-EVENT-REPORTを除き，

管理 APが被管理 APに要求する. M-EVENT-

REPORTは被管理APから自律的に管理APに通

知される操作である.

3. MIBの分散形態と従来の OSI管理の実装に

おける問題点

3.1 MIBの分散形態

081管理に基づく管理システムでは，以下のよう

なMffiの分散の例が見られる.

(1) MO位置の分散

MIBが複数の被管理APIIIJ，あるいは管理AP

との聞に分散している(図 2(la)).例えば，複

数の交換機を管理する場合，個々の交換機用の

被管理 APにMIBが分散管理される.さら

に，1つの MOの情報が分散している場合(以

下このような場合を MO内の分散と呼ぶ)も

ある(図 2(lb)).例えば， MOの情報には装置

名やその機能等のように比較的変化のない情

報と，その装置の状態のように時々刻々と変化

する情報がある.このため管理システムによっ

ては，検索や格納の効率を考慮して，前者は被

管理APではなく，管理APや或は他のAP(例

えばX.500[31等によるディレクトリサーバ)に

格納する場合等が例として挙げられる.
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.... 砂 (1a) NIBが管理ßPI被管理~に分散
'1111"，111'今 (lb)1つの聞の情報が管理sPI被菅理制:分散

+争 (2)異なるU1Bスキーマ定義を持つ管理W笛管理即日散

図 2:MIBの分散形態

(2)異なる MIBスキーマ定義の存在

他の既存管理 APに対して管理システム間接

続を行なう場合等では， MIBが分散している

畿管理AP問あるいは管理APとの問で MIB

のスキーマ定義が異なる場合がある(図 2(2)).

具体的には， MIT(管理情報木)の構造が異な

る，あるいは含まれる属性やオブジェクトクラ

ス等について MOの定義が異なる，等がある.

3.2 従来の OSI管理の実装における問題点

従来の OSI管理の実装では以下のような問題点

があった.

• MOの分散に対する分散処理機能が必要

OSI管理のモデルでは，CMIS操作による管理

APと被管理 AP問の 1対 1の通信のみをモ

デル化しており，分散した被管理APに対する

分散処理は実装に任されている.従って，これ

まで管理APに分散処理の機能を作り込み，管

理APが被管理APと直接 CMIS操作の授受

を行なう形態(図 3)による実装が行なわれて

きた.この形態では，

(1)管理AP毎に分散処理機能の作り込みが

必要，

(2)管理対象の追加等，分散形態の変更によ

り管理APの変更が必要

という問題が生じる.

・管理 APにスキーマの違いを吸収する操作変

換機能が必要

MIBの分散形態 (2)で示したように，管理AP

管理AP

M-XJ呆作:M-EV印Tー即日RT以外の聞lS操作

図 3:従来の OSI管理の実現形態

管理TP:A

と被管理APで管理する MIBのスキーマ定義

が異なる場合，それらの問で操作/結果の変換

を行なう必要がある.一般にはこのような場

合，管理APには図 4に示すようにその管理シ

ステムのMIBスキーマ定義に加えて接続する

被管理APのMIBスキーマ定義を持ち，これ

らのスキーマ定義に基づく操作/結呆の変換を

行なう機能が必要となる.この機能も管理AP

の本来の管理目的とは異なるため，管理APの

複雑化の原因となる.

本稿では，上記の問題点を解決するために，MIBの

分散を隠蔽すること(位置透過性)と MIB内のス

キーマの違いを臨蔽すること(スキーマ透過性，以

下これらを併せて分散透過性と呼ぶ)を実現する機

能を管理APから分離し，独立したエージェントと

して提供することを提案する.このようなエージェ

ントにより，管理 APはMIBの分散やスキーマの

違いを意識する必要がなく，そのエージェントに対

して一元的に CMIS操作を授受することで管理が

実現できる.これまで，OSI管理の標準化作業にお

いても，分散透過な MIBの必要性とそのためのプ

ロキシエージェントと呼ばれるエージェントの概

念が議論されてきたが，その実現方式はこれまで明

確にされていない.

次章以降では，催者らが提案する，分散透過な

MIBを提供するための管理システムエージ:1.ント
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118.スキーマ定.8

図 5:MSAによる分散透過なMmを用いた OSI

管理の実現

(MSA)の概念と，その実現方式について示す.

4. MSAの提案

ここでは，MmにOSIディレクトリ (31情報ペース

(DIB)での DSA(ディレクトリシステムエージェン

ト)と類似した，分散協調を行なうエージエントで

ある MSA(管理システムエージェント)という概念

を導入し，分散透過な MIBを実現する.即ち， MIB 

は1つ或は複数の MSAから構成され，各々の MSA

はMffiの一部を格納する.MSAは， DSAと同様

に，分散処理やローカJレな MO情報の格納の機能を

持つ.MSAは分散処理のための知識(分散処理知

識)を持ち，他の MSAと協調動作することで全体

として位置透過な MIBを提供する(図的.また，異

なる MIBスキーマ定義を持つ Mffiを分散収容す

るために， MSAはスキーマ変換情報を持ち，異なる

MIBスキーマ定義に基づく操作聞の変換を行なう.

管理 APはCMIS操作を用いて単一の MSAにア

クセスすることで，MIBの分散やスキーマ定義の差

異から独立することができる.管理APはMIBの

利用者であるから， DIBでの類推により MUA(管

理利用者エージェント)と位置付けられる.従来の

個々の被管理 APは分散やスキーマ定義の差異に

よる操作変換機能を持たない MSAの一種とみな

すことができる.

5. MSAの処理方式

本章では，MIBの位置透過性とスキーマ透過性を

提供するために MSAが行なう分散処理および操

作変換・結果の変換処理の処理方式について示す.

5.1 前提条件

ここで提案する分散透過な Mffiを提供するため

のMSAの分散処理方式は，以下の条件を前提とし

ている.

・管理 AP及び被管理 APとの聞は CMIS/

CMIPで通信することとし，既存の畿管理AP

に変更を加えるないこと.

・通信相手によって，使用する Mmスキーマ定

義が既知であること.

前者の条件は，標準準拠の被管理APをMSAとし

てそのまま分散透過MIBに組み込むために必須で

ある.また，CMIS操作は使用する MIBのスキーマ

定義をプロトコル上で交換できないため，後者は必

要となる.

5.2 分散処理機能一位置透過性の提供

MIBの分散に対して，位置透過性を提供するた

めに， MSAは分散処理機能を持つ.この機能は上位

MSA(あるいはMUA)から要求される M-EVENT-

REPORTを除く操作 (M-X操作と呼ぶ)を適切な

下位 MSAに転送するための名前解析処理と，下位

MSAからの M-EVENT-REPORT操作を適切な

上位 MSA(あるいは MUA)に転送するためのイベ

ント転送処理からなる. また，これらの転送を行

なうために MSAは分倣処理知識を持つ.以下で

は，MSAの持つ分散処理知識，名前解析処理および

イベント転送処却について述べる.

5.2.1 分散処理知識

2.寧で述べたように，Dmの場合と異なり Mmで

は管理APと被管理AP問に操作の方向性がある.

そこで，MSAは管理 APから被管理 APへの操作

(M-X操作)のための分散処理知識と，被管理 AP

から管理 APへの操作 (M-EVENT-REPORT操

作)のための分散処理知識を別に持つ必要がある.

M・X操作のための分散処理知識

・内部参照(町TR):ローカJレに格納する MO情

報へのポインタ.

・分散参照 (DSTR):ローカJレに格納する MOの

一部がMffiスキーマ定義が等しい他の MSA

に格納されている場合，その MSAのアクセス

ポイント情報(AE名称と PSAPアドレス).同

じ識別名を持つ INTRに付帯して存在する.1 

つの織別名に対して DSTRは複数存在しえる.

・下位参照 (SUBR)，不特定下位参照 (NSSR):

ローカルに格納する MOの直接下位の MOを
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5.2.2 名前解析処理手順

名前解析処理では，DSAと類似の分散名前解折

処理を実装し，M・X操作に閲する位置透過性を提

供する.異なる Mmスキーマ定義に基づく複数

の MIT(管理情報木)が MSA内に存在するため，

MSAの名前解析処理では，操作で与えられた提示

名 (purpotedname)に加えて，対象とする MIBの

スキーマ定義を識別するための ID(以下スキーマ

IDと呼ぶ)を MITを識別するパラメタとして用い

る.M-X操作に対する名前解析処理手順を以下に

示す.

・名前解析:提示名を基に，スキーマ IDのKT

を参照してローカJレに格納する MO(INTRが

存在する場合)か，他の MSAが格納する MO

かtあるいは名前誤りかを判定する.

・ローカル MOに対する処理:もし INTRと

共に同一識別名を持つ DSTRが存在した場

合，DSTRの示す MSAにも同ーの操作を転送

する. INTRを元に，MOの内容を読み出す.

もし，MOの内容にスキーマ変換情報が含まれ

ていた場合， 5.3節で述べる操作/結果の変換

処理を行ない，ローカ JレMOに対する操作結

果，DSTRで転送した MSAからの操作結果と

合成し，結果を要求元 (MSAか MUA)に返送

する.

・他の MSAへの操作転送:他の MSAが管理

する MOに対する操作の場合は，提示名に最

大限一致する識別名を持つ SUBRや NSSRを

KTから選択しーその知識の示す MSAに操作

を転送し，結果を要求元に返す.

・操作分割，結果の変換:複数の MSAに跨る操

作は SUBRや NSSRに従って操作を分割し，

分割後の操作を各々の MSAに送付する.結果

受信時はこれらの結果を合成して要求元に返

送する.

DIBと異なり MIBでは MSA問の CMIS操作の方

向が固定的であり，また CMIS操作にはMSA聞の

分散処理のためのパラメタがない.このため以下

の点で MSAでの名前解析処理はDSAでのそれと

は異なる.

• MSAでの名前解析は常に提示名の全体に対

して行なわれる. DSA聞では転送元の DSA

が提示名中の既に解説した部分を通知できた

が，MSA聞ではこの情報を交換できないため

である.

崎 A:管理システムエー:/:r.:I卜

MSAOの格納するMO)1，7'ト

O 閥

口

図 6:MIBの例

)!，ート

図 7:知識木の例

格納する MSAのアクセスポイント情報.MO 

名が不明な場合は NSSRを用いる.

M-EVENT-REPORT操作の転送を行なうため

の分散処理知識

・上位参照 (SUPR):M-EVENT-REPORT操作

の転送先，MSAのアクセスポイント情報 (AE

名称と PSAPアドレス)と送出条件の並びであ

る.SUPRはDSAの場合と異なり，その MIB

内に存在する EFDが示す内容を知識化したも

のであるため，複数の SUPRがシステムに存

在しえる.

これらの情報は，その MSA内で扱う Maスキー

マ定義毎に，木構造 (KT:知識木)を構成する.図 6

に示す MOに対して，MSAOが持つべき知識の例を

図7に示す.
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イベントの転送条
件と転送先を示し
た知慌の 1種

-提示名に対して名前解析が全く行なえない場

合は，操作誤りとする.

5.2.3 イベント転送処理

M-EVENT-REPORT操作については，図8に示

すように，名前解析処理ではなくイベント転送処理

により転送制御を行なう.イベント転送処理は，他

のMSAからのM-EVENT-REPORT操作受信時，

および自 MSA内でイベントが発生した場合に以

下の処理を行なう.

• M-EVENT-REPORT操作の受信:MSAがM-
EVENT-REPORT操作を受信した場合，その

スキーマのKTに含まれる SUPRに示された，

イベント転送条件に合致するか否かを順次判

定し，条件に合致した SUPRの示す MSA(或
はMUA)に通知する.

• M-ENEVT-REPORT操作の発生時:MSAが

ローカ Jレに格納する MOに， (ローカJレに管理

する)EFDで指定された MOの変化が発生し

た場合， EFDとSUPRの両方の条件を満たす

MSA(或はMUA)にM-EVENT-REPORT操
作により通知する.

5~3 操作/結果の変換処理一スキーマ透過性の

提供

操作/結果の変換処理は，ある MIBスキーマ定義

に基づく CMIS操作を，他のスキーマ定義に基づく

操作に変換し，他の MSAに転送すると共に，その

操作結果から元の CMIS操作への結果に変換する

処理である.

5.3.1 操作変換の前提

・操作変換のためのスキーマ変換情報は，基本的

には個々の MOに持つ.このため，操作変換

を行なう MSAは変換元となる全ての MOを

ローカルに管理する必要がある.

MSA 

図 9:M-X側からの操作の変換

図 10:スキーマ変換情報

(4) 
S踊により
操慨量

• MOクラス毎に，MOの生成およびEFD内容の

変更時に必要となるスキーマ変換規則を持つ.

5ふ 2 M-X操作の変換

M-X操作の変換を，図 9に示す.

(a)スキーマ変換情報の続みだし スキーマ変換が

必要な場合，名前解析処理の結果見つかった内部参

照の示す MO情報には，ローカJレな MO情報(MO
のクラスやローカルに格納する属性)に加えて，図

10に示すスキーマ変換情報が合まれている.スキー

マ変換情報は以下のフィーJレドからなる.

・変換元の属性 OID(その属性に付与された

ASN.lのオブジェクト識別子)

• f(資源識別子の並び)

• f-l(属性値，資源識別子)の並び

ここで，資源識別子は，スキーマ1D，識別名，属性

OIDからなる.ここでも操作/結果の変換処理に

MIBの分散を意識させないために，その資源を持

つMSAのアクセスポイントを芭接指定する代わり

に，識別名を指定し，名前解析処理を再度行なうこ

とで，アクセス先MSAを決定する.またt!Oは指

定した属性の値を得るための関数で，その属性01D

が示す ASN.l型の位を返す./-10は指定した属

性の値を，それが構成する資源 (MOの属性)の値

-60一



に変換する関数で，吏新が変換先に反映可能である

場合に定義される.

(b)名前解析処理および他MSAへの転送 変換

後のスキーマIDの元で，合成後の操作の名前解析を

再度実施し，分散処理知識に従って指定されたMSA

に操作を依頼する.

(c)結果の変換 操作を依頼した MSAから結栄を

受信すると，名寄せ資源リストの該当資源を受信済

とする.名寄せ資源リスト中の全ての資源が受信

済になった場合，スキーマ変換情報を用いて，妥求

された MOの情報に変換する.

5.3.3 M-EVENT-REPORTの変換

M-EVENT-REPORT操作の変換を図 11に示す.

• M-EVENT-REPORT操作を受信すると，イベ

ント発生元の KTでの SUPRを用いてイベン

ト変換部にイベントが転送される.イベント

変換部では，転送先の MIBでの EFDの記述

内容を発生元の MIBのクラス名や属性名の条

件に変換し，それらをキーとして編集したイベ

ント逆引き表を維持しており，その情報を元に

転送先の M-EVENT-REPORT操作を作成す

る.この操作は通常のイベント転送処理によ

り分配，転送される.

・スキーマ変換情報を MO毎に持つため，転送

先のスキーマ定義での EFDは変換を行なう

MSAにローカルに格納されている.従って，

操作変換を行なう MSAはこの EFDと対応す

る発生元での EFDの内容を一致させる必裂が

ある.転送先の EFDの追加，更新，削除操作を

受けると，クラス毎のスキーマ変換規則に基づ

き，発生元の MIBでの EFDを作成，更新，削

除する操作を作成する.併せて，イベント逆引

き表も更新する.

6. CNMへの適用例

本章では，MSAの適用例として，図 12に示すよ

うな X.25網を対象とする CNM(2)に適用した場合

を示す.また，アラーム通知サーピスを例に，この

CNMシステムおよび通信提供者側の網管理システ

ムで使用する MO定義を図 13に示す.

図 14に CNM用 MSAでの分散処理u知識

およびイベントの変換例を示す. 例えば顧

客 1の cnmX25Entity(名前:44081xxx) はロ

ーカル属性 cnmX25Entity IDを持ち，また属性

図 11:M-EVENT-REPORT操作の変換

I!I¥lZ 

'壇AP

O酬のための 」 ιL- 通信組供書のえZS鋼 "18
ス串ー守定信 - - のためのスキー守2・E
ー_CMIS像作(t.4.XISt仰の方向告示す〉
一一ーー管理E関係

図 12:X.25網および網管理用網の構成例

“DMI" :administrativeStateは通信提供者の MIB

での (X.25網，交換機l，81xxx)の同名の属性にマッ

ピングされる.また，イベントについては，CNMで

のcnmX.25端点のイベントは概ね通信提供者側の

X.25端点のそれらに対応するので， X.25端点に関

するイベントは全てイベント変換処理に転送する

ことが提供者側の KTのSUPRに記述される.こ

こで， CNM側で cnmX.25端点のオプジェクト生

成通知をイベントとして通知するという EFDが作

成されると，通信提供者側でX.25端点に関する阿

(b)通信担保者用MIBスキーマ定義

図 13:X.25網での CNM用および通信提供者用

MIBスキーマ定義
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MSA内のKT
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図 14:CNM用MSAの分散処理知識およびMO

情報の例

械な EFDが生成されるとともに，逆引き表に X.25

端点のオプジェクト生成イベントを cnmX.25端点

のオプジェクト生成イベントに変換する情報が加

えられる.

なお，顧客が通信提供者の情報にアクセスする

CNMでは，顧客に対して MIBの他の部分がアク

セスできないようにするアクセス制御が重要であ

る.本稿で提案する MSAでは複数のスキーマ定

義に基づく MITが MSA内に存在できる.そこで，

これを利用して顧客毎に顧客専用の MIBを提供す

ることで，アクセス制御の問題を解消することがで

きる.

7. 考察

・MSAの概念に基づいて網管理システム術築を

行なっていれば，例えばCNMのように，新規

管理システムを既存管理システムに接続する

ような場合にも，ゲートウェイとなる MSAを

新規に追加することで，容易に対応できること

が分かった.なお，本提案方式では名前解析や

イベント転送のための分散処理知識の更新に

ついてはローカJレ事項と仮定したが，その更新

メカニズムを今後検討する必要がある.

・CMISの更新操作では操作の原子性が指定で

きるため，管理APの発行した更新操作が複数

の MSA聞に跨った場合にも原子性を保証す

る必要がある.また，MSAでスキーマ変換を行

なうと，単一の操作が複数の操作に変換される

場合があり，この場合も操作間で更新の原子性

を保証する必要がある.これらの場合，例えば

トランザクシヨン処理(TP)プロトコルとの併

用14)等により，トランザクション機能を実現す

る必要がある.

・本稿では，異なるスキーマ聞での属性値の変換

を関数を提供することにより行なう方法を提

案した.現在，OSI管理では形式記述雷穏によ

りMO聞のデータの依存関係を記述する検討

がなされている.スキーマ変換情報は，異なる

MIBスキーマ定義問の元で， MO聞のデータ

の依存関係を記述したものであるから，形式記

述言語によりスキーマ変換情報を記述する方

法についても今後検討する必要がある.

・従来，管理APの高速化手法として， MO情報

を管理AP内にキャッシュすることが行なわれ

てきた.MSAがこのような機能を基本機能と

して具備することで，管理!APの実現が容易と

なる.

8. まとめ

本稿では，管理APに分散透過な MIBを提供す

るために，管理システムエージェント (MSA)を導入

する提案とその実現方法を示した.MSAは，ローカ

ルな MOの情報格納機能に加えて，名前解析処理機

能やイベント転送機能により MIBの分散に対する

位世透過性をその利用者 (MSAあるいは MUA)に

提供する.また，操作/結果の変換機能により MIB

が異なる MIBスキーマ定義を持つ被管理 AP聞

に分散している場合に，Mffiのスキーマ透過性を利

用者に提供する.さらに本稿では X.25網に対する

CNMシステムを具体例としてスキーマ変換の例を

示した.今後， i存者らが既に開発した Mffi朋デー

タペース ASSIST/MI5)をペースに MSAの実装を

行なっていく予定である.最後に日頃御指導頂く

KDD研究所浦野所長，鈴木次長に感謝します.
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